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　広報広聴委員を拝命して1年が経過しました。この間
に4回の議会だより発行と、2回のフッピートーク、3回
の高校生との意見交換会を実施し、とても充実した1年
間の活動でした。2年目は市民の皆さまに少しでも進
化・深化・新化を感じてもらえるように、手に取って読み
たいと思える広報紙づくり、多くの皆さまと対話を重ね
られる広聴活動を目指して取り組みます。

(広報広聴委員：夏目幸彦）

進化・深化・新化で
広報広聴活動の価値を高める

【場所】 市役所５階議場および各委員会室
【時間】 午前９時から
【日程】【5月市議会臨時会】
  5月 15日（金）
　　　　【6月市議会定例会】
  ６月 ８日（月） 開会、議案の説明
  16日（火） 市政に対する一般質問
  17日（水） 市政に対する一般質問
  18日（木） 市政に対する一般質問
  19日（金） 予算決算委員会（全体会）
  22日（月） 予算決算委員会（分科会）
  23日（火） 常任委員会
 ７月 ２日（木） 予算決算委員会（全体会）
 ７月 ８日（水） 委員長報告～採決、閉会

5月市議会　臨時会
６月市議会　定例会のお知らせ

＊変更となる場合があります

議会は自ら声を届けに発信！
声をいただきに発進‼

詳しくは 2ページへ ☞ 詳しくは11ページへ ☞ ©袋井市

フッピートーク2025
～市議会議員と袋井市の未来を
語ろう～を開催しました

新年度会計予算はいずれも可決
令和８年度一般会計予算
417億3,000万円

「市議会議員と話そう」の開催結果を市内３校の校長に提出

　広報広聴委員会は、令和７年12月および
令和８年１月に市内３校（袋井特別支援学校
高等部・袋井高等学校・袋井商業高等学校）
で開催した「市議会議員と話そう」において
議員との意見交換会を行った結果を取りまと
め、各校長に報告しました。皆さんからいた
だいたご意見は、全議員で共有し、議会活動
の中で調査・研究に生かしてまいります。

２月定例会の概要···················２

常任委員会レポート················４

市政に対する一般質問············６

掛川市・袋井市議会議員研修会
令和８年１月16日開催

　認定NPO法人e-Education代表の三輪開人氏を講師
としてお招きし「多様な人が活躍する地域とは～外国
人集住地域における事例～」を演題に袋井市および掛
川市の議員が合同による研修会を実施しました。

袋井市議会議員研修会
令和８年２月20日開催

　青森大学社会学部教授の佐藤淳氏を講師としてお招
きし「“対話する議会・議員”を目指して～ミーティング補
助ツール『ＳＯＵＮＤカード』の市民との意見交換会での活
用法について～」を演題に、講義と演習による研修会を実
施しました。

袋井特別支援学校 袋井高等学校

海プロフェスタ2026
３月22日にうみてらすDORIエリアで行われた
海プロフェスタ2026では、企画イベントやキ
ッチンカー＆マルシェなど、多くの来場者でに
ぎわいました。移動動物園での動物たちとの
触れ合いに、子どもたちは大喜びでした。

みんなで実践！ 5330運動　読み終わった広報紙はチラシや雑誌などと一緒に古紙回収へ



2月
定例会
2月
定例会
2月
定例会

【
市
長
提
出
議
案
】

　
令
和
８
年
度
の
予
算
額
は
、
４
１
７
億
３
０
０
０
万
円
で
令

和
７
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
４
・
１
％
の
増
額
と
な
り

ま
す
。

〈
主
な
新
規
・
拡
充
事
業
〉

●
ふ
く
ろ
い
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構
想
の
推
進

 

・
・
・
・
・
９
億
４
９
０
万
円

　
袋
井
駅
周
辺
地
区
の
機
能
強
化
を
図
り
、
市
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
に
ぎ
わ
い
と
う
る
お

い
の
あ
る
健
康
的
な
都
市
空
間
の
創
出
」
と
「
秋
田
川
流
域
の

治
水
安
全
度
の
向
上
」
を
推
進
し
ま
す
。

●
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業
　・
・
・
・
・
２
億
６
６
８
３
万
円

　
国
の
制
度
に
基
づ
き
、
小
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減

を
行
い
ま
す
。

●
稼
ぐ
チ
カ
ラ
向
上
事
業
（
産
業
分
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
２
６
１
０
万
円

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
B
I
R
D
S
」
を
活
用
し
、
産

学
官
金
の
連
携
を
は
じ
め
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、

新
年
度
会
計
予
算
は

い
ず
れ
も
可
決

　
市
議
会
は
、
２
月
定
例
会
を
２
月
16
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
37
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
８
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
を

は
じ
め
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
補
正
予
算
な
ど
34
議
案
と
２
件
の
報
告
、

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
ほ
か
１
件
の
２
議
案

が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
11
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

Pickup

1

創
業
支
援
や
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
な
ど

の
各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
１
９
６
７
万
円

　
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
く
ろ
い
の
実
現
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
な
る
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）
」
に
基
づ
き
、
ア
ー
ス
・
キ
ッ
ズ
な
ど
の
環
境
教

育
を
行
う
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
設
備
や
企
業
の
省
エ
ネ
診
断
な

ど
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
事
業
へ
の
補
助
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

●
空
き
家
除
却
補
助
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
１
５
０
０
万
円

　
空
き
家
の
放
置
に
よ
る
周
辺
環
境
の
悪
化
や
倒
壊
に
よ
る
危

険
な
ど
を
未
然
に
防
ぎ
、
住
環
境
の
向
上
や
ま
ち
の
魅
力
の
維

持
、
災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
な
ど
に
向
け
、
旧
耐
震
基
準
の
木
造

空
き
家
の
除
却
に
対
す
る
補
助
を
拡
充
し
ま
す
。

●
「
推
し
活
」
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
推
し
の
ま
ち
に
向
け
た

　
挑
戦
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
５
５
０
万
円

「
推
し
活
」
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム

な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
、
市
の
知
名
度
向
上
や
地
域
経

済
の
振
興
、
関
係
・
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

創
業
支
援
や
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
な
ど

の
各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
１
９
６
７
万
円

　
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
く
ろ
い
の
実
現
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
な
る
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）
」
に
基
づ
き
、
ア
ー
ス
・
キ
ッ
ズ
な
ど
の
環
境
教

育
を
行
う
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
設
備
や
企
業
の
省
エ
ネ
診
断
な

ど
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
事
業
へ
の
補
助
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

●
空
き
家
除
却
補
助
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
１
５
０
０
万
円

　
空
き
家
の
放
置
に
よ
る
周
辺
環
境
の
悪
化
や
倒
壊
に
よ
る
危

険
な
ど
を
未
然
に
防
ぎ
、
住
環
境
の
向
上
や
ま
ち
の
魅
力
の
維

持
、
災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
な
ど
に
向
け
、
旧
耐
震
基
準
の
木
造

空
き
家
の
除
却
に
対
す
る
補
助
を
拡
充
し
ま
す
。

●
「
推
し
活
」
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
推
し
の
ま
ち
に
向
け
た

　
挑
戦
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
５
５
０
万
円

「
推
し
活
」
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム

な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
、
市
の
知
名
度
向
上
や
地
域
経

済
の
振
興
、
関
係
・
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

コワーキングスペース「BIRDS」

全
て
の
議
案
の
議
決
状
況
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
５
特
別
会
計
予
算
総
額

は
、
１
５
８
億
６
９
６
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比

較
す
る
と
１
・
９
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
予
算
は
32
億
５
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
12
・
９
％
の
増
額
、
下
水
道
事
業

会
計
予
算
は
34
億
８
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と

比
較
す
る
と
１
・
４
％
の
減
額
、
病
院
事
業
会
計
予
算
は
20

億
５
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と

１
・
８
％
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
令
和
７
年
度
に
取
り
組
ん
だ
各
種

事
業
の
事
業
費
の
確
定
（
見
込
み
）
な
ど
に
伴
い
、
１
億

7
7
8
0
万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後

の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
４
１
8
億
3
1
2
０
万
円
と
な
り

ま
す
。

●
袋
井
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
行
政
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
さ
ら
な
る
徹
底
や
添
付
文
書
の
撤

廃
な
ど
に
加
え
、
行
政
機
関
内
部
も
含
め
た
エ
ン
ド
ツ
ー
エ
ン

ド
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
し
、
国
が
法
律
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
法
律
を
基
に
制
定
し
て
い
る
「
袋
井

市
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

条
例
」
の
全
面
的
な
見
直
し
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
条

例
を
廃
止
し
、
新
た
に
「
袋
井
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
非
常
勤
消
防
団
員
や
消
防
作
業
に
従
事
し
た
者
な
ど
に
対

す
る
損
害
補
償
の
額
や
内
容
な
ど
は
、
非
常
勤
消
防
団
員
等

に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
に
お
い
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
令
和
8

年
4
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
運
動
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
浅
羽
体
育
セ
ン
タ
ー
多
目
的
運
動
広
場
の
休
憩
・
交
流
施

設
と
芝
生
広
場
を
専
用
利
用
す
る
場
合
の
使
用
料
に
つ
い
て
、

明
確
な
料
金
体
系
や
他
の
施
設
と
の
整
合
を
図
り
、
応
分
負

担
を
求
め
ら
れ
る
使
用
料
に
す
る
と
と
も
に
、
Ｒ
Ⅴ
パ
ー
ク

の
使
用
料
に
つ
い
て
新
た
に
設
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
袋
井
市
森
町
広
域
行
政
組
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
林
野
火
災
注
意
報
お
よ
び
林
野
火
災
警
報
が
発
令

さ
れ
た
際
の
対
応
を
明
記
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　
鈴
木
一
吉
教
育
長
の
辞
任
に
伴
い
、
市
長
か
ら
袋
井
市
教

育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が

上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

●
袋
井
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
山
本
　
裕
祥
（
や
ま
も
と
　
ひ
ろ
よ
し
）
新
任

【
議
員
提
出
議
案
】

　
令
和
８
年
度
の
行
政
組
織
変
更
に
伴
い
、
委
員
会
が
所
管

す
る
事
項
に
つ
い
て
部
の
名
称
変
更
や
新
た
な
部
の
追
加
を

行
う
も
の
で
す
。

産
業
経
済
部
（
産
業
部
か
ら
の
名
称
変
更
）

ス
ポ
ー
ツ
文
化
観
光
部
（
新
規
追
加
）

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
長
期
的

な
視
点
を
持
っ
て
、
公
共
施
設
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た
財
政
運

営
に
資
す
る
公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

行
い
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
対
す
る
課
題
を
整
理

し
、
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
特
別
委
員
会
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。
（
定
員
10
人
）

◎
委
員
長
　
　
髙
木
　
清
隆
　
　
委
　
員
　
夏
目
　
幸
彦

〇
副
委
員
長
　
村
松
　
和
幸
　
　
委
　
員
　
鈴
木
　
功
三

　
委
　
員
　
　
村
井
　
勝
彦
　
　
委
　
員
　
八
木
　
伸
太
郎

　
委
　
員
　
　
鈴
木
　
賢
和
　
　
委
　
員
　
兼
子
　
靖
基

　
委
　
員
　
　
金
子
　
晃
久
　
　
委
　
員
　
佐
野
　
武
次

袋
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
特
別
会
計
予
算

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

人
事
（
敬
称
略
）

令
和
８
年
度
企
業
会
計
予
算

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

※

※
開
始
か
ら
終
了
ま
で
を
一
貫
し
て
管
理
す
る
こ
と
。
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2月
定例会
2月
定例会
2月
定例会

【
市
長
提
出
議
案
】

　
令
和
８
年
度
の
予
算
額
は
、
４
１
７
億
３
０
０
０
万
円
で
令

和
７
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
４
・
１
％
の
増
額
と
な
り

ま
す
。

〈
主
な
新
規
・
拡
充
事
業
〉

●
ふ
く
ろ
い
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構
想
の
推
進

 

・
・
・
・
・
９
億
４
９
０
万
円

　
袋
井
駅
周
辺
地
区
の
機
能
強
化
を
図
り
、
市
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
に
ぎ
わ
い
と
う
る
お

い
の
あ
る
健
康
的
な
都
市
空
間
の
創
出
」
と
「
秋
田
川
流
域
の

治
水
安
全
度
の
向
上
」
を
推
進
し
ま
す
。

●
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業
　・
・
・
・
・
２
億
６
６
８
３
万
円

　
国
の
制
度
に
基
づ
き
、
小
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減

を
行
い
ま
す
。

●
稼
ぐ
チ
カ
ラ
向
上
事
業
（
産
業
分
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
２
６
１
０
万
円

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
B
I
R
D
S
」
を
活
用
し
、
産

学
官
金
の
連
携
を
は
じ
め
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、

新
年
度
会
計
予
算
は

い
ず
れ
も
可
決

　
市
議
会
は
、
２
月
定
例
会
を
２
月
16
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
37
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
８
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
を

は
じ
め
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
補
正
予
算
な
ど
34
議
案
と
２
件
の
報
告
、

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
ほ
か
１
件
の
２
議
案

が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
11
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

Pickup

1

創
業
支
援
や
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
な
ど

の
各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
１
９
６
７
万
円

　
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
く
ろ
い
の
実
現
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
な
る
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）
」
に
基
づ
き
、
ア
ー
ス
・
キ
ッ
ズ
な
ど
の
環
境
教

育
を
行
う
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
設
備
や
企
業
の
省
エ
ネ
診
断
な

ど
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
事
業
へ
の
補
助
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

●
空
き
家
除
却
補
助
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
１
５
０
０
万
円

　
空
き
家
の
放
置
に
よ
る
周
辺
環
境
の
悪
化
や
倒
壊
に
よ
る
危

険
な
ど
を
未
然
に
防
ぎ
、
住
環
境
の
向
上
や
ま
ち
の
魅
力
の
維

持
、
災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
な
ど
に
向
け
、
旧
耐
震
基
準
の
木
造

空
き
家
の
除
却
に
対
す
る
補
助
を
拡
充
し
ま
す
。

●
「
推
し
活
」
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
推
し
の
ま
ち
に
向
け
た

　
挑
戦
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
５
５
０
万
円

「
推
し
活
」
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム

な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
、
市
の
知
名
度
向
上
や
地
域
経

済
の
振
興
、
関
係
・
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

創
業
支
援
や
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
な
ど

の
各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
１
９
６
７
万
円

　
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
く
ろ
い
の
実
現
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
な
る
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）
」
に
基
づ
き
、
ア
ー
ス
・
キ
ッ
ズ
な
ど
の
環
境
教

育
を
行
う
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
設
備
や
企
業
の
省
エ
ネ
診
断
な

ど
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
事
業
へ
の
補
助
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

●
空
き
家
除
却
補
助
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
１
５
０
０
万
円

　
空
き
家
の
放
置
に
よ
る
周
辺
環
境
の
悪
化
や
倒
壊
に
よ
る
危

険
な
ど
を
未
然
に
防
ぎ
、
住
環
境
の
向
上
や
ま
ち
の
魅
力
の
維

持
、
災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
な
ど
に
向
け
、
旧
耐
震
基
準
の
木
造

空
き
家
の
除
却
に
対
す
る
補
助
を
拡
充
し
ま
す
。

●
「
推
し
活
」
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
推
し
の
ま
ち
に
向
け
た

　
挑
戦
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
５
５
０
万
円

「
推
し
活
」
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム

な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
、
市
の
知
名
度
向
上
や
地
域
経

済
の
振
興
、
関
係
・
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

コワーキングスペース「BIRDS」

全
て
の
議
案
の
議
決
状
況
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
５
特
別
会
計
予
算
総
額

は
、
１
５
８
億
６
９
６
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比

較
す
る
と
１
・
９
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
予
算
は
32
億
５
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
12
・
９
％
の
増
額
、
下
水
道
事
業

会
計
予
算
は
34
億
８
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と

比
較
す
る
と
１
・
４
％
の
減
額
、
病
院
事
業
会
計
予
算
は
20

億
５
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と

１
・
８
％
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
令
和
７
年
度
に
取
り
組
ん
だ
各
種

事
業
の
事
業
費
の
確
定
（
見
込
み
）
な
ど
に
伴
い
、
１
億

7
7
8
0
万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後

の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
４
１
8
億
3
1
2
０
万
円
と
な
り

ま
す
。

●
袋
井
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
行
政
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
さ
ら
な
る
徹
底
や
添
付
文
書
の
撤

廃
な
ど
に
加
え
、
行
政
機
関
内
部
も
含
め
た
エ
ン
ド
ツ
ー
エ
ン

ド
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
し
、
国
が
法
律
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
法
律
を
基
に
制
定
し
て
い
る
「
袋
井

市
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

条
例
」
の
全
面
的
な
見
直
し
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
条

例
を
廃
止
し
、
新
た
に
「
袋
井
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
非
常
勤
消
防
団
員
や
消
防
作
業
に
従
事
し
た
者
な
ど
に
対

す
る
損
害
補
償
の
額
や
内
容
な
ど
は
、
非
常
勤
消
防
団
員
等

に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
に
お
い
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
令
和
8

年
4
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
運
動
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
浅
羽
体
育
セ
ン
タ
ー
多
目
的
運
動
広
場
の
休
憩
・
交
流
施

設
と
芝
生
広
場
を
専
用
利
用
す
る
場
合
の
使
用
料
に
つ
い
て
、

明
確
な
料
金
体
系
や
他
の
施
設
と
の
整
合
を
図
り
、
応
分
負

担
を
求
め
ら
れ
る
使
用
料
に
す
る
と
と
も
に
、
Ｒ
Ⅴ
パ
ー
ク

の
使
用
料
に
つ
い
て
新
た
に
設
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
袋
井
市
森
町
広
域
行
政
組
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
林
野
火
災
注
意
報
お
よ
び
林
野
火
災
警
報
が
発
令

さ
れ
た
際
の
対
応
を
明
記
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　
鈴
木
一
吉
教
育
長
の
辞
任
に
伴
い
、
市
長
か
ら
袋
井
市
教

育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が

上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

●
袋
井
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
山
本
　
裕
祥
（
や
ま
も
と
　
ひ
ろ
よ
し
）
新
任

【
議
員
提
出
議
案
】

　
令
和
８
年
度
の
行
政
組
織
変
更
に
伴
い
、
委
員
会
が
所
管

す
る
事
項
に
つ
い
て
部
の
名
称
変
更
や
新
た
な
部
の
追
加
を

行
う
も
の
で
す
。

産
業
経
済
部
（
産
業
部
か
ら
の
名
称
変
更
）

ス
ポ
ー
ツ
文
化
観
光
部
（
新
規
追
加
）

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
長
期
的

な
視
点
を
持
っ
て
、
公
共
施
設
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た
財
政
運

営
に
資
す
る
公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

行
い
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
対
す
る
課
題
を
整
理

し
、
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
特
別
委
員
会
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。
（
定
員
10
人
）

◎
委
員
長
　
　
髙
木
　
清
隆
　
　
委
　
員
　
夏
目
　
幸
彦

〇
副
委
員
長
　
村
松
　
和
幸
　
　
委
　
員
　
鈴
木
　
功
三

　
委
　
員
　
　
村
井
　
勝
彦
　
　
委
　
員
　
八
木
　
伸
太
郎

　
委
　
員
　
　
鈴
木
　
賢
和
　
　
委
　
員
　
兼
子
　
靖
基

　
委
　
員
　
　
金
子
　
晃
久
　
　
委
　
員
　
佐
野
　
武
次

袋
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
特
別
会
計
予
算

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

人
事
（
敬
称
略
）

令
和
８
年
度
企
業
会
計
予
算

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

※

※
開
始
か
ら
終
了
ま
で
を
一
貫
し
て
管
理
す
る
こ
と
。
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常任委員会レポート
　２月定例会は“予算議会”とも言われ、次年度の一般・特別・企業会計の各予算を中心にさまざまな議案が市長から提出されます。市議会では、提出
された各予算に関する議案は予算決算委員会、それ以外の議案は総務委員会・民生文教委員会・建設経済委員会で審査しています。
　今回の常任委員会レポートでは、予算決算委員会の各分科会における令和８年度予算議案および令和７年度補正予算議案、総務委員会における袋井
市部設置条例の一部改正議案の審査について掲載しています。

総 務 委 員 会

予 算 決 算 委 員 会予 算 決 算 委 員 会

　
令
和
８
年
分
か
ら
国
保
税
の
納

付
済
額
の
お
知
ら
せ
通
知
を
廃
止

す
る
と
聞
い
た
が
、
そ
の
経
緯
は
。
ま
た
、

廃
止
後
の
対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
国
保
税
の
納
付
済
額
の
お
知
ら

せ
は
、
確
定
申
告
な
ど
の
た
め
の

資
料
と
し
て
、
例
年
１
月
下
旬
に
対
象
者

に
一
斉
送
付
し
て
い
た
が
、
確
定
申
告
に

は
こ
の
通
知
の
添
付
は
必
要
で
な
く
、
ま

た
郵
送
料
、
人
件
費
な
ど
の
多
額
の
コ
ス

ト
や
、
事
務
手
続
き
の
煩
雑
化
、
さ
ら
に

紙
ご
み
の
削
減
が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
令
和
８
年
分
か
ら
一
斉
送
付
は
行

わ
な
い
こ
と
と
し
た
。
必
要
な
方
に
は
、

申
し
出
に
よ
り
案
内
し
て
い
く
。

令
和
８
年
度

袋
井
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

問答

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
納
付
に
つ

い
て
、
来
年
度
は
ど
の
程
度
普
及

す
る
見
込
み
で
あ
る
か
。
ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
で
の
納
付
が
で
き
な
い
項
目
は
ど
れ

ほ
ど
残
る
の
か
。

　
来
年
度
は
出
納
室
が
管
理
す
る

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
水
道

料
金
・
下
水
道
使
用
料
な
ど
に
お
い
て
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
改
修
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
導
入
す
る
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
対

象
収
納
件
数
は
約
９
０
０
０
件
を
見
込
ん

で
い
る
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
税

関
係
は
令
和
５
年
度
に
対
応
済
み
で
あ
り
、

介
護
保
険
料
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

な
ど
残
る
11
の
シ
ス
テ
ム
は
令
和
10
年
度

以
降
の
対
応
と
な
る
見
込
み
で
、
時
期
は

未
確
定
で
あ
る
。

令
和
８
年
度

袋
井
市
一
般
会
計
予
算

〜
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事
業
債
〜

問答 総
務
分
科
会

　
防
犯
灯
設
置
費
補
助
金
（
自
治

会
設
置
分
）
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
ど
の
程
度
か
。

ま
た
、
い
つ
ま
で
に
１
０
０
％
に
す
る
と

い
う
目
標
は
あ
る
か
。

　
令
和
７
年
５
月
15
日
時
点
で
市

内
の
防
犯
灯
は
８
０
３
２
基
、
う

ち
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
が
７
２
１
６
基
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

率
は
89
・
８
％
で
あ
る
。
ま
た
、
自
治
会

か
ら
は
、
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換

す
る
申
請
が
多
数
上
が
っ
て
い
る
。
現
在

の
申
請
件
数
を
踏
ま
え
る
と
、
３
〜
４
年

程
度
で
１
０
０
％
に
近
い
形
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

が
進
む
と
考
え
て
い
る
。

令
和
８
年
度

袋
井
市
一
般
会
計
予
算

〜
交
通
防
犯
対
策
費
〜

問答

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
改
修
促
進

事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
計
画

に
対
し
て
何
件
ぐ
ら
い
実
施
し
て
い
る
か
。

特
に
緊
急
輸
送
路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

改
修
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
当
初
予
算
で
は
、
撤
去
事
業
25

件
、
改
善
事
業
10
件
、
合
わ
せ
て

35
件
を
見
込
ん
で
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て

実
施
件
数
は
、
撤
去
事
業
13
件
、
改
善
事

業
４
件
、
合
わ
せ
て
17
件
の
見
込
み
で
あ

る
。
な
お
、
緊
急
輸
送
路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
に
調
べ
た

対
象
１
５
２
件
に
対
し
、
令
和
６
年
度
末

で
１
２
６
件
が
残
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

来
年
度
も
引
き
続
き
、
戸
別
訪
問
な
ど
周

知
啓
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

令
和
７
年
度

袋
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
〜
防
災
費
〜

問答

　
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す

る
に
至
っ
た
経
緯
と
事
業
者
へ
の

対
応
は
。　

ふ
く
ろ
い
応
援
商
品
券
発
行
事

業
と
し
て
、
今
ま
で
ど
お
り
紙
の

商
品
券
も
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

市
議
会
な
ど
で
デ
ジ
タ
ル
を
利
用
し
た
物

価
高
騰
対
策
事
業
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、

市
民
に
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
の
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
、
紙
の
商

品
券
と
並
行
し
て
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
を

発
行
す
る
。
多
く
の
市
内
事
業
者
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
意
見
を
い
た
だ
く

こ
と
で
、
今
後
の
施
策
の
参
考
に
し
て
い

き
た
い
。

令
和
８
年
度

袋
井
市
一
般
会
計
予
算

〜
商
工
総
務
費
〜

問答

　
今
回
の
改
正
内
容
は
、
産
業
部

を
産
業
経
済
部
に
改
め
る
こ
と
と
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
観
光
部
の
新
設
で
あ
る
が
、

経
済
の
活
性
化
、
い
わ
ゆ
る
「
稼
ぐ
力
」

の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
各
種

施
設
を
活
用
す
る
場
合
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
観
光
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
や
職
員
の
専

門
性
に
応
じ
て
調
整
や
連
携
す
る
体
制
は
。

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
令
和
８

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
３
次

袋
井
市
総
合
計
画
の
新
た
な
施
策
体
系
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
観

光
部
の
新
設
は
、
新
た
に
定
め
た
政
策
７
、

文
化
・
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
稼
ぐ
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

政
策
６
に
位
置
付
け
、
組
織
横
断
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

袋
井
市
部
設
置
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

問答

　
う
み
て
ら
す
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
賑
わ
い

創
出
事
業
に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
、
ア
プ
リ
の

活
用
な
ど
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け

た
取
組
を
検
討
し
て
い
る
か
。

　
来
年
度
か
ら
、
う
み
て
ら
す
Ｄ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
創
出

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
ま
ず

は
エ
リ
ア
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力

し
て
ま
い
り
た
い
。
今
後
、
施
設
の
利
用

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
指
定
管
理
者
と

相
談
し
な
が
ら
、
ア
プ
リ
を
は
じ
め
、
利

用
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
情
報
発
信

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

令
和
８
年
度

袋
井
市
一
般
会
計
予
算

〜
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
〜

問答 民
生
文
教
分
科
会

建
設
経
済
分
科
会

QRコード付き納付書の例

うみてらすDORIエリアでのイベント

予算・決算議案
審査の流れ

予算決算委員会 市
議
会
に
お
け
る
採
決

議案の分担 審査 審査結果の
報告

議
案 付託 報告

総 務 分 科 会

民生文教分科会

建設経済分科会

予
算
決
算
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会
に

お
け
る
採
決

ブロック塀等の点検のチェックポイント

詳細はこちらから
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常任委員会レポート
　２月定例会は“予算議会”とも言われ、次年度の一般・特別・企業会計の各予算を中心にさまざまな議案が市長から提出されます。市議会では、提出
された各予算に関する議案は予算決算委員会、それ以外の議案は総務委員会・民生文教委員会・建設経済委員会で審査しています。
　今回の常任委員会レポートでは、予算決算委員会の各分科会における令和８年度予算議案および令和７年度補正予算議案、総務委員会における袋井
市部設置条例の一部改正議案の審査について掲載しています。

総 務 委 員 会

予 算 決 算 委 員 会予 算 決 算 委 員 会

　
令
和
８
年
分
か
ら
国
保
税
の
納

付
済
額
の
お
知
ら
せ
通
知
を
廃
止

す
る
と
聞
い
た
が
、
そ
の
経
緯
は
。
ま
た
、

廃
止
後
の
対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
国
保
税
の
納
付
済
額
の
お
知
ら

せ
は
、
確
定
申
告
な
ど
の
た
め
の

資
料
と
し
て
、
例
年
１
月
下
旬
に
対
象
者

に
一
斉
送
付
し
て
い
た
が
、
確
定
申
告
に

は
こ
の
通
知
の
添
付
は
必
要
で
な
く
、
ま

た
郵
送
料
、
人
件
費
な
ど
の
多
額
の
コ
ス

ト
や
、
事
務
手
続
き
の
煩
雑
化
、
さ
ら
に

紙
ご
み
の
削
減
が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
令
和
８
年
分
か
ら
一
斉
送
付
は
行

わ
な
い
こ
と
と
し
た
。
必
要
な
方
に
は
、

申
し
出
に
よ
り
案
内
し
て
い
く
。

令
和
８
年
度

袋
井
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

問答

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
納
付
に
つ

い
て
、
来
年
度
は
ど
の
程
度
普
及

す
る
見
込
み
で
あ
る
か
。
ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
で
の
納
付
が
で
き
な
い
項
目
は
ど
れ

ほ
ど
残
る
の
か
。

　
来
年
度
は
出
納
室
が
管
理
す
る

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
水
道

料
金
・
下
水
道
使
用
料
な
ど
に
お
い
て
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
改
修
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
導
入
す
る
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
対

象
収
納
件
数
は
約
９
０
０
０
件
を
見
込
ん

で
い
る
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
税

関
係
は
令
和
５
年
度
に
対
応
済
み
で
あ
り
、

介
護
保
険
料
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

な
ど
残
る
11
の
シ
ス
テ
ム
は
令
和
10
年
度

以
降
の
対
応
と
な
る
見
込
み
で
、
時
期
は

未
確
定
で
あ
る
。

令
和
８
年
度

袋
井
市
一
般
会
計
予
算

〜
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事
業
債
〜

問答 総
務
分
科
会

　
防
犯
灯
設
置
費
補
助
金
（
自
治

会
設
置
分
）
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
ど
の
程
度
か
。

ま
た
、
い
つ
ま
で
に
１
０
０
％
に
す
る
と

い
う
目
標
は
あ
る
か
。

　
令
和
７
年
５
月
15
日
時
点
で
市

内
の
防
犯
灯
は
８
０
３
２
基
、
う

ち
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
が
７
２
１
６
基
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

率
は
89
・
８
％
で
あ
る
。
ま
た
、
自
治
会

か
ら
は
、
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換

す
る
申
請
が
多
数
上
が
っ
て
い
る
。
現
在

の
申
請
件
数
を
踏
ま
え
る
と
、
３
〜
４
年

程
度
で
１
０
０
％
に
近
い
形
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

が
進
む
と
考
え
て
い
る
。

令
和
８
年
度

袋
井
市
一
般
会
計
予
算

〜
交
通
防
犯
対
策
費
〜

問答

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
改
修
促
進

事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
計
画

に
対
し
て
何
件
ぐ
ら
い
実
施
し
て
い
る
か
。

特
に
緊
急
輸
送
路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

改
修
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
当
初
予
算
で
は
、
撤
去
事
業
25

件
、
改
善
事
業
10
件
、
合
わ
せ
て

35
件
を
見
込
ん
で
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て

実
施
件
数
は
、
撤
去
事
業
13
件
、
改
善
事

業
４
件
、
合
わ
せ
て
17
件
の
見
込
み
で
あ

る
。
な
お
、
緊
急
輸
送
路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
に
調
べ
た

対
象
１
５
２
件
に
対
し
、
令
和
６
年
度
末

で
１
２
６
件
が
残
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

来
年
度
も
引
き
続
き
、
戸
別
訪
問
な
ど
周

知
啓
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

令
和
７
年
度

袋
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
〜
防
災
費
〜

問答

　
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す

る
に
至
っ
た
経
緯
と
事
業
者
へ
の

対
応
は
。　

ふ
く
ろ
い
応
援
商
品
券
発
行
事

業
と
し
て
、
今
ま
で
ど
お
り
紙
の

商
品
券
も
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

市
議
会
な
ど
で
デ
ジ
タ
ル
を
利
用
し
た
物

価
高
騰
対
策
事
業
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、

市
民
に
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
の
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
、
紙
の
商

品
券
と
並
行
し
て
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
を

発
行
す
る
。
多
く
の
市
内
事
業
者
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
意
見
を
い
た
だ
く

こ
と
で
、
今
後
の
施
策
の
参
考
に
し
て
い

き
た
い
。

令
和
８
年
度

袋
井
市
一
般
会
計
予
算

〜
商
工
総
務
費
〜

問答

　
今
回
の
改
正
内
容
は
、
産
業
部

を
産
業
経
済
部
に
改
め
る
こ
と
と
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
観
光
部
の
新
設
で
あ
る
が
、

経
済
の
活
性
化
、
い
わ
ゆ
る
「
稼
ぐ
力
」

の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
各
種

施
設
を
活
用
す
る
場
合
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
観
光
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
や
職
員
の
専

門
性
に
応
じ
て
調
整
や
連
携
す
る
体
制
は
。

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
令
和
８

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
３
次

袋
井
市
総
合
計
画
の
新
た
な
施
策
体
系
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
観

光
部
の
新
設
は
、
新
た
に
定
め
た
政
策
７
、

文
化
・
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
稼
ぐ
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

政
策
６
に
位
置
付
け
、
組
織
横
断
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

袋
井
市
部
設
置
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

問答

　
う
み
て
ら
す
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
賑
わ
い

創
出
事
業
に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
、
ア
プ
リ
の

活
用
な
ど
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け

た
取
組
を
検
討
し
て
い
る
か
。

　
来
年
度
か
ら
、
う
み
て
ら
す
Ｄ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
創
出

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
ま
ず

は
エ
リ
ア
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力

し
て
ま
い
り
た
い
。
今
後
、
施
設
の
利
用

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
指
定
管
理
者
と

相
談
し
な
が
ら
、
ア
プ
リ
を
は
じ
め
、
利

用
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
情
報
発
信

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

令
和
８
年
度

袋
井
市
一
般
会
計
予
算

〜
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
〜

問答 民
生
文
教
分
科
会

建
設
経
済
分
科
会

QRコード付き納付書の例

うみてらすDORIエリアでのイベント

予算・決算議案
審査の流れ

予算決算委員会 市
議
会
に
お
け
る
採
決

議案の分担 審査 審査結果の
報告

議
案 付託 報告

総 務 分 科 会

民生文教分科会

建設経済分科会

予
算
決
算
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会
に

お
け
る
採
決

ブロック塀等の点検のチェックポイント

詳細はこちらから

ふくろい 市議会だより No.1015



市政に対する 一般質問 ホームページにて一般質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

「
Ｆ
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
位
置
付
け
は
。

　
子
ど
も
た
ち
の
活
動

を
地
域
に
移
行
す
る
だ

け
で
な
く
、
活
動
環
境
を
企
業

や
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
創
す
る

こ
と
に
よ
り
、
満
足
度
を
高
め
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
資
す
る

人
づ
く
り
や
企
業
な
ど
の
認
知

度
の
向
上
、
地
域
の
活
性
化
、

ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
た
い
。

　
文
化
振
興
計
画
と
文

化
系
部
活
動
の
地
域
展

開
と
の
連
携
と
整
合
性
は
。

　
マ
ー
チ
ン
グ
や
華
道
、

和
太
鼓
な
ど
の
団
体
が

「
Ｆ
活
」
に
登
録
し
て
い
る
ほ

か
、
「
ふ
っ
く
ら
ぶ
」
で
は
英

会
話
、
お
菓
子
作
り
な
ど
の
活

動
が
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い

る
。
文
化
振
興
計
画
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
文
化
の
ち
か
ら
で

誰
も
が
心
豊
か
に
暮
ら
す
ま
ち

　
ふ
く
ろ
い
」
の
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
学
校
と
家
庭
が
共
有

で
き
る
、
あ
い
さ
つ
や

言
葉
遣
い
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
て
は
。

　
子
ど
も
た
ち
が
礼
儀

や
節
度
を
身
に
付
け
る

に
は
学
校
と
家
庭
の
連
携
が
重

要
だ
が
、
一
律
の
基
準
は
示
さ

ず
、
子
ど
も
た
ち
が
相
手
や
場

面
を
踏
ま
え
た
ふ
さ
わ
し
い
言

動
を
自
ら
考
え
る
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
。

中
学
校
部
活
動
の

地
域
展
開

礼
儀
教
育
の
再
構
築

問問 答答

問答

部活動の地域展開の実証事業（ボッチャの様子）

木
下

　正
議
員

き

　し
た

　
　
　た
だ
し

　
農
業
の
未
来
を
支
え

る
人
づ
く
り
と
し
て
の

幼
少
期
か
ら
の
農
業
体
験
は
。

　
こ
ど
も
園
や
幼
稚
園
、

小
中
学
校
で
は
、
野
菜

の
栽
培
や
田
植
え
、
収
穫
体
験
、

農
家
訪
問
な
ど
を
実
施
し
、
給

食
へ
の
地
場
産
物
の
活
用
と
合

わ
せ
て
、
農
業
へ
の
関
心
を
育

ん
で
い
る
。
今
後
も
地
域
の
皆

さ
ま
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

農
業
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
「
B
I
R
D
S
」

の
活
用
に
よ
る
６
次
産
業
化
の

推
進
は
。　

「
B
I
R
D
S
」
で

は
、
農
業
者
の
セ
ミ
ナ

ー
参
加
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
農
業
を
テ
ー
マ
と
し

た
応
募
が
あ
っ
た
。
「
B
I
R

D
S
」
を
通
じ
て
、
学
生
時
代

か
ら
こ
う
し
た
分
野
と
の
接
続

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

こ
と
に
も
努
め
た
い
。

　
諸
井
橋
を
境
に
区
間

を
分
け
た
段
階
的
な
歩

道
整
備
の
考
え
は
。

　
区
間
を
分
け
た
段
階

的
な
整
備
は
、
投
資
効

果
の
早
期
発
現
と
財
政
負
担
の

平
準
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
有

効
な
手
法
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
来
年
度
予
定
し
て
い
る

「
袋
井
み
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

改
訂
に
合
わ
せ
、
必
要
性
や
緊

急
性
を
検
証
し
、
優
先
順
位
を

定
め
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

袋
井
市
の
農
業
を

未
来
永
劫
守
る
に
は

市
道
湊
川
井
線
の
整
備

問答問答

問答

愛野こども園での田植え体験

森
岡 

弘
記
議
員

も
り

　お
か

　
　ひ
ろ

　き

　
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

に
「
付
加
価
値
の
高
い

農
産
物
の
生
産
と
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
」
を
掲
げ
て
い
る

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施

策
を
行
っ
て
き
た
か
。

　
現
在
、
本
市
の
基
幹

作
物
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ン

メ
ロ
ン
、
茶
、
米
の
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
高
め
る
取
組
を
そ
れ
ぞ

れ
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
農
作

物
の
生
産
過
程
に
お
い
て
、
環

境
へ
の
配
慮
や
食
の
安
心
・
安

全
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を

受
け
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
作

物
を
生
産
す
る
農
業
者
に
対
し

て
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
に
よ
る
支
援
や
、
グ
ロ

ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
な
ど
の
認
証
取

得
や
更
新
に
係
る
費
用
へ
の
補

助
交
付
を
通
し
て
、
市
内
農
産

物
の
付
加
価
値
向
上
を
図
っ
て

い
る
。

　
品
目
を
限
定
し
な
い

形
で
地
元
野
菜
全
体
を

位
置
付
け
る
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド

の
考
え
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

は
。

　
学
校
給
食
に
お
け
る

地
産
地
消
の
推
進
も
含

め
、
地
元
産
を
食
す
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
は

大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
官
民
で
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

袋
井
市
の

農
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

問答

問答

クラウンメロン品評会

鈴
木 

功
三
議
員

す
ず

　き

　
　 こ
う

　ぞ
う

　
地
域
で
の
環
境
美
化

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

強
化
や
、
登
録
団
体
と
の
連
携

強
化
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
市
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
団
体
同
士
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
、
活
動
の
輪

が
広
が
る
な
ど
の
効
果
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
登
録
制
度

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く

と
と
も
に
、
活
動
実
態
の
把
握

と
併
せ
て
、
よ
り
効
果
的
な
支

援
の
仕
組
み
も
研
究
し
て
い
き

た
い
。　

海
岸
清
掃
を
し
た
際

の
ご
み
を
市
で
回
収
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
地
域
の
清
掃
活
動
と

同
様
に
活
動
団
体
に
よ

る
運
搬
・
処
分
を
お
願
い
し
た

い
。
海
岸
清
掃
を
き
っ
か
け
に
、

海
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
家
事
と
育
児
の
両
立

に
関
す
る
負
担
率
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
実
態

把
握
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
本
年
４
月
か
ら
、
支

援
が
必
要
な
家
庭
を
最

優
先
に
訪
問
支
援
事
業
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
課
題
や
ニ

ー
ズ
を
幅
広
く
把
握
し
、
子
育

て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
の
適
用

範
囲
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

八
木
伸
太
郎
議
員

環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
制
度
の
導
入
は

家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
補
助

制
度
導
入
は

問答問答

問答

 

や

　 ぎ

　し
ん

　た

　ろ
う

市内環境美化運動

大
場 

正
昭
議
員

お
お

　ば

　
　 ま
さ 

あ
き

　
地
区
運
動
会
な
ど
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

機
会
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
地

域
行
事
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
実
態
を
ど
う
捉
え
、
今
後

ど
の
よ
う
に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
展
開
し
て
い
く
か
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特

性
や
実
情
に
応
じ
、
ス

ポ
ー
ツ
協
会
各
支
部
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
会
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
キ

ャ
ラ
バ
ン
な
ど
、
地
域
主
体
で

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
協

会
と
連
携
し
、
各
支
部
で
開
催

す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
と
連
携
し
た

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
、
さ
ら
な

る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
図

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
。

　
地
区
運
動
会
な
ど
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

機
会
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
地

域
行
事
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
実
態
を
ど
う
捉
え
、
今
後

ど
の
よ
う
に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
展
開
し
て
い
く
か
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特

性
や
実
情
に
応
じ
、
ス

ポ
ー
ツ
協
会
各
支
部
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
会
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
キ

ャ
ラ
バ
ン
な
ど
、
地
域
主
体
で

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
協

会
と
連
携
し
、
各
支
部
で
開
催

す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
と
連
携
し
た

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
、
さ
ら
な

る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
図

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
。

　
さ
わ
や
か
ア
リ
ー
ナ

を
有
効
活
用
し
た
ス
ポ

ー
ツ
を
核
と
し
た
に
ぎ
わ
い
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
提
案
す
る
が

ど
う
か
。　

に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
は
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い

方
々
に
施
設
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
、

さ
ら
に
、
利
活
用
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
持
続
的
な
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

今
後
も
施
設
の
指
定
管
理
者
と

連
携
し
、
他
分
野
と
連
携
し
た

イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ガ
シ
ー
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

問答

問答

さわやかアリーナで行われたスポーツイベント

　
第
３
次
袋
井
市
総
合

計
画
の
指
標
と
し
て
ｍ

Ｇ
Ａ
Ｐ
や
地
域
幸
福
度
指
標
な

ど
の
活
用
可
能
性
は
。

　
市
民
の
意
見
を
多
角

的
に
把
握
す
る
た
め
の

手
段
の
一
つ
と
し
て
、
第
３
次

袋
井
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
の
政
策
評
価
の
在
り
方
を
検

討
す
る
中
で
、
総
合
的
に
整
理

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
小
学
校
区
内
の
保
育

所
な
ど
へ
の
入
所
を
希

望
す
る
家
庭
に
つ
い
て
、
地
域

性
を
加
味
し
た
加
点
を
し
て

は
。

　
小
学
校
区
内
に
保
育

所
な
ど
が
な
い
地
区
が

あ
り
、
公
平
性
に
欠
け
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
用
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
指
定
避
難
所
で
あ
る

笠
原
小
学
校
の
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
を
望
む
が
ど
う

か
。

　
こ
れ
ま
で
の
点
検
で

は
、
擁
壁
や
が
け
面
に

変
化
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
本
格
的
な
工
事
に
は
莫

大
な
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
日
常
点
検
や
維
持

管
理
、
利
用
上
の
運
用
に
よ
り
、

安
全
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

市
民
感
覚
・
市
民
力
を

捉
え
る
指
標
の
導
入

笠
原
小
学
校
敷
地
内
の

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

問答

問答

問答

笠原小学校土砂災害特別警戒区域の一部

夏
目 
幸
彦
議
員

な
つ

　 め

　
　ゆ
き

　ひ
こ

保
育
所
な
ど
の
入
所
に

係
る
利
用
調
整
指
数
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市政に対する 一般質問 ホームページにて一般質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

「
Ｆ
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
位
置
付
け
は
。

　
子
ど
も
た
ち
の
活
動

を
地
域
に
移
行
す
る
だ

け
で
な
く
、
活
動
環
境
を
企
業

や
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
創
す
る

こ
と
に
よ
り
、
満
足
度
を
高
め
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
資
す
る

人
づ
く
り
や
企
業
な
ど
の
認
知

度
の
向
上
、
地
域
の
活
性
化
、

ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
た
い
。

　
文
化
振
興
計
画
と
文

化
系
部
活
動
の
地
域
展

開
と
の
連
携
と
整
合
性
は
。

　
マ
ー
チ
ン
グ
や
華
道
、

和
太
鼓
な
ど
の
団
体
が

「
Ｆ
活
」
に
登
録
し
て
い
る
ほ

か
、
「
ふ
っ
く
ら
ぶ
」
で
は
英

会
話
、
お
菓
子
作
り
な
ど
の
活

動
が
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い

る
。
文
化
振
興
計
画
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
文
化
の
ち
か
ら
で

誰
も
が
心
豊
か
に
暮
ら
す
ま
ち

　
ふ
く
ろ
い
」
の
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
学
校
と
家
庭
が
共
有

で
き
る
、
あ
い
さ
つ
や

言
葉
遣
い
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
て
は
。

　
子
ど
も
た
ち
が
礼
儀

や
節
度
を
身
に
付
け
る

に
は
学
校
と
家
庭
の
連
携
が
重

要
だ
が
、
一
律
の
基
準
は
示
さ

ず
、
子
ど
も
た
ち
が
相
手
や
場

面
を
踏
ま
え
た
ふ
さ
わ
し
い
言

動
を
自
ら
考
え
る
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
。

中
学
校
部
活
動
の

地
域
展
開

礼
儀
教
育
の
再
構
築

問問 答答

問答

部活動の地域展開の実証事業（ボッチャの様子）

木
下

　正
議
員

き

　し
た

　
　
　た
だ
し

　
農
業
の
未
来
を
支
え

る
人
づ
く
り
と
し
て
の

幼
少
期
か
ら
の
農
業
体
験
は
。

　
こ
ど
も
園
や
幼
稚
園
、

小
中
学
校
で
は
、
野
菜

の
栽
培
や
田
植
え
、
収
穫
体
験
、

農
家
訪
問
な
ど
を
実
施
し
、
給

食
へ
の
地
場
産
物
の
活
用
と
合

わ
せ
て
、
農
業
へ
の
関
心
を
育

ん
で
い
る
。
今
後
も
地
域
の
皆

さ
ま
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

農
業
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
「
B
I
R
D
S
」

の
活
用
に
よ
る
６
次
産
業
化
の

推
進
は
。　

「
B
I
R
D
S
」
で

は
、
農
業
者
の
セ
ミ
ナ

ー
参
加
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
農
業
を
テ
ー
マ
と
し

た
応
募
が
あ
っ
た
。
「
B
I
R

D
S
」
を
通
じ
て
、
学
生
時
代

か
ら
こ
う
し
た
分
野
と
の
接
続

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

こ
と
に
も
努
め
た
い
。

　
諸
井
橋
を
境
に
区
間

を
分
け
た
段
階
的
な
歩

道
整
備
の
考
え
は
。

　
区
間
を
分
け
た
段
階

的
な
整
備
は
、
投
資
効

果
の
早
期
発
現
と
財
政
負
担
の

平
準
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
有

効
な
手
法
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
来
年
度
予
定
し
て
い
る

「
袋
井
み
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

改
訂
に
合
わ
せ
、
必
要
性
や
緊

急
性
を
検
証
し
、
優
先
順
位
を

定
め
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

袋
井
市
の
農
業
を

未
来
永
劫
守
る
に
は

市
道
湊
川
井
線
の
整
備

問答問答

問答

愛野こども園での田植え体験

森
岡 

弘
記
議
員

も
り

　お
か

　
　ひ
ろ

　き

　
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

に
「
付
加
価
値
の
高
い

農
産
物
の
生
産
と
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
」
を
掲
げ
て
い
る

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施

策
を
行
っ
て
き
た
か
。

　
現
在
、
本
市
の
基
幹

作
物
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ン

メ
ロ
ン
、
茶
、
米
の
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
高
め
る
取
組
を
そ
れ
ぞ

れ
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
農
作

物
の
生
産
過
程
に
お
い
て
、
環

境
へ
の
配
慮
や
食
の
安
心
・
安

全
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を

受
け
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
作

物
を
生
産
す
る
農
業
者
に
対
し

て
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
に
よ
る
支
援
や
、
グ
ロ

ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
な
ど
の
認
証
取

得
や
更
新
に
係
る
費
用
へ
の
補

助
交
付
を
通
し
て
、
市
内
農
産

物
の
付
加
価
値
向
上
を
図
っ
て

い
る
。

　
品
目
を
限
定
し
な
い

形
で
地
元
野
菜
全
体
を

位
置
付
け
る
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド

の
考
え
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

は
。

　
学
校
給
食
に
お
け
る

地
産
地
消
の
推
進
も
含

め
、
地
元
産
を
食
す
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
は

大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
官
民
で
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

袋
井
市
の

農
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

問答

問答

クラウンメロン品評会

鈴
木 

功
三
議
員

す
ず

　き

　
　 こ
う

　ぞ
う

　
地
域
で
の
環
境
美
化

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

強
化
や
、
登
録
団
体
と
の
連
携

強
化
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
市
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
団
体
同
士
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
、
活
動
の
輪

が
広
が
る
な
ど
の
効
果
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
登
録
制
度

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く

と
と
も
に
、
活
動
実
態
の
把
握

と
併
せ
て
、
よ
り
効
果
的
な
支

援
の
仕
組
み
も
研
究
し
て
い
き

た
い
。　

海
岸
清
掃
を
し
た
際

の
ご
み
を
市
で
回
収
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
地
域
の
清
掃
活
動
と

同
様
に
活
動
団
体
に
よ

る
運
搬
・
処
分
を
お
願
い
し
た

い
。
海
岸
清
掃
を
き
っ
か
け
に
、

海
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
家
事
と
育
児
の
両
立

に
関
す
る
負
担
率
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
実
態

把
握
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
本
年
４
月
か
ら
、
支

援
が
必
要
な
家
庭
を
最

優
先
に
訪
問
支
援
事
業
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
課
題
や
ニ

ー
ズ
を
幅
広
く
把
握
し
、
子
育

て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
の
適
用

範
囲
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

八
木
伸
太
郎
議
員

環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
制
度
の
導
入
は

家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
補
助

制
度
導
入
は

問答問答

問答

 

や

　 ぎ

　し
ん

　た

　ろ
う

市内環境美化運動

大
場 

正
昭
議
員

お
お

　ば

　
　 ま
さ 

あ
き

　
地
区
運
動
会
な
ど
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

機
会
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
地

域
行
事
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
実
態
を
ど
う
捉
え
、
今
後

ど
の
よ
う
に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
展
開
し
て
い
く
か
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特

性
や
実
情
に
応
じ
、
ス

ポ
ー
ツ
協
会
各
支
部
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
会
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
キ

ャ
ラ
バ
ン
な
ど
、
地
域
主
体
で

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
協

会
と
連
携
し
、
各
支
部
で
開
催

す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
と
連
携
し
た

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
、
さ
ら
な

る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
図

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
。

　
地
区
運
動
会
な
ど
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

機
会
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
地

域
行
事
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
実
態
を
ど
う
捉
え
、
今
後

ど
の
よ
う
に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
展
開
し
て
い
く
か
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特

性
や
実
情
に
応
じ
、
ス

ポ
ー
ツ
協
会
各
支
部
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
会
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
キ

ャ
ラ
バ
ン
な
ど
、
地
域
主
体
で

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
協

会
と
連
携
し
、
各
支
部
で
開
催

す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
と
連
携
し
た

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
、
さ
ら
な

る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
図

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
。

　
さ
わ
や
か
ア
リ
ー
ナ

を
有
効
活
用
し
た
ス
ポ

ー
ツ
を
核
と
し
た
に
ぎ
わ
い
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
提
案
す
る
が

ど
う
か
。　

に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
は
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い

方
々
に
施
設
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
、

さ
ら
に
、
利
活
用
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
持
続
的
な
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

今
後
も
施
設
の
指
定
管
理
者
と

連
携
し
、
他
分
野
と
連
携
し
た

イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ガ
シ
ー
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

問答

問答

さわやかアリーナで行われたスポーツイベント

　
第
３
次
袋
井
市
総
合

計
画
の
指
標
と
し
て
ｍ

Ｇ
Ａ
Ｐ
や
地
域
幸
福
度
指
標
な

ど
の
活
用
可
能
性
は
。

　
市
民
の
意
見
を
多
角

的
に
把
握
す
る
た
め
の

手
段
の
一
つ
と
し
て
、
第
３
次

袋
井
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
の
政
策
評
価
の
在
り
方
を
検

討
す
る
中
で
、
総
合
的
に
整
理

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
小
学
校
区
内
の
保
育

所
な
ど
へ
の
入
所
を
希

望
す
る
家
庭
に
つ
い
て
、
地
域

性
を
加
味
し
た
加
点
を
し
て

は
。

　
小
学
校
区
内
に
保
育

所
な
ど
が
な
い
地
区
が

あ
り
、
公
平
性
に
欠
け
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
用
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
指
定
避
難
所
で
あ
る

笠
原
小
学
校
の
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
を
望
む
が
ど
う

か
。

　
こ
れ
ま
で
の
点
検
で

は
、
擁
壁
や
が
け
面
に

変
化
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
本
格
的
な
工
事
に
は
莫

大
な
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
日
常
点
検
や
維
持

管
理
、
利
用
上
の
運
用
に
よ
り
、

安
全
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

市
民
感
覚
・
市
民
力
を

捉
え
る
指
標
の
導
入

笠
原
小
学
校
敷
地
内
の

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

問答

問答

問答

笠原小学校土砂災害特別警戒区域の一部

夏
目 

幸
彦
議
員

な
つ

　 め

　
　ゆ
き

　ひ
こ

保
育
所
な
ど
の
入
所
に

係
る
利
用
調
整
指
数

ふくろい 市議会だより No.1017



市政に対する 一般質問 ホームページにて一般質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

　
市
に
裁
量
が
あ
る
事

業
を
中
心
と
し
た
事
業

見
直
し
を
行
っ
た
か
。

　
行
政
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
お
け
る
重
点
取

組
と
し
て
実
施
し
た
。
各
種
団

体
へ
の
補
助
事
業
な
ど
、
結
論

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
業
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
取
組
を

検
証
し
、
令
和
９
年
度
の
予
算

編
成
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
に
向
け
、
地
産
地
消

の
観
点
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
。

　
農
業
部
門
に
お
け
る

取
組
と
し
て
は
、
学
校

給
食
に
袋
井
産
の
野
菜
や
米
を

活
用
し
て
い
る
。
公
共
工
事
の

関
係
で
は
、
建
設
工
事
登
録
業

者
に
対
し
、
施
工
に
必
要
な
資

材
や
物
品
な
ど
の
調
達
や
、
下

請
け
工
事
の
発
注
に
当
た
っ
て

は
、
市
内
の
事
業
者
を
優
先
す

る
よ
う
通
知
し
、
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
。

　
南
部
地
域
の
液
状
化

対
策
と
発
災
時
の
避
難

に
つ
い
て
は
。

　
津
波
一
時
避
難
所
ま

で
の
全
て
の
避
難
路
に

お
い
て
道
路
改
良
な
ど
の
予
防

保
全
工
事
を
行
う
こ
と
は
、
現

時
点
で
は
難
し
い
。
液
状
化
に

よ
り
道
路
が
通
行
で
き
な
く
な

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
安
全
に

避
難
で
き
る
複
数
の
避
難
経
路

を
確
保
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

防
災
訓
練
な
ど
の
機
会
を
通
じ

て
周
知
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

財
政
健
全
化
に
向
け
た

部
局
横
断
型
の
取
組

問答問答

問答

兼
子 

靖
基
議
員

か
ね

　こ

　
　や
す

　き

ゼロカーボンシティの実現に向けて

　
市
内
小
中
学
校
で
の

暴
力
行
為
、
い
じ
め
の

発
生
件
数
が
増
え
て
い
る
。

増
加
の
要
因
は
。

　
感
情
を
言
葉
で
伝
え

る
こ
と
が
苦
手
で
暴
力

に
訴
え
て
し
ま
う
こ
と
や
、

少
子
化
や
生
活
様
式
の
変
化

に
よ
る
人
と
触
れ
合
う
機
会

の
減
少
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
普
及
や
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
、
子
ど
も
た
ち
の

「
リ
ア
ル
な
体
験
」
の
減
少

も
影
響
し
て
い
る
。

　
不
登
校
の
未
然
防
止

策
の
一
つ
に
幼
小
中
一

貫
教
育
に
よ
る
円
滑
な
接
続

が
あ
る
。
そ
の
成
果
は
出
て

い
る
の
か
。

　
幼
小
接
続
に
係
る

「
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
実
践
で
、
入
学
児
童
の
不

安
が
軽
減
し
、
早
い
段
階
で

学
校
に
慣
れ
、
登
校
渋
り
や

泣
い
て
い
る
子
ど
も
が
少
な

く
な
っ
た
。
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
解
消
に
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
市
内
小
中
学
校
で
の

暴
力
行
為
、
い
じ
め
の

発
生
件
数
が
増
え
て
い
る
。

増
加
の
要
因
は
。

　
感
情
を
言
葉
で
伝
え

る
こ
と
が
苦
手
で
暴
力

に
訴
え
て
し
ま
う
こ
と
や
、

少
子
化
や
生
活
様
式
の
変
化

に
よ
る
人
と
触
れ
合
う
機
会

の
減
少
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
普
及
や
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
、
子
ど
も
た
ち
の

「
リ
ア
ル
な
体
験
」
の
減
少

も
影
響
し
て
い
る
。

　
不
登
校
の
未
然
防
止

策
の
一
つ
に
幼
小
中
一

貫
教
育
に
よ
る
円
滑
な
接
続

が
あ
る
。
そ
の
成
果
は
出
て

い
る
の
か
。

　
幼
小
接
続
に
係
る

「
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
実
践
で
、
入
学
児
童
の
不

安
が
軽
減
し
、
早
い
段
階
で

学
校
に
慣
れ
、
登
校
渋
り
や

泣
い
て
い
る
子
ど
も
が
少
な

く
な
っ
た
。
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
解
消
に
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の

居
場
所
の
拡
充
は
重
要

で
あ
る
。
校
内
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」
の
成
果
は
。

　
教
室
に
入
り
づ
ら
い

子
ど
も
た
ち
の
安
心
で

き
る
居
場
所
と
し
て
市
内
全
て

の
小
中
学
校
に
設
置
し
て
お
り
、

不
登
校
担
当
の
教
員
の
ほ
か
、

支
援
員
「
ほ
っ
と
ス
タ
ッ
フ
」

を
配
置
し
、
児
童
生
徒
の
学
習

支
援
や
相
談
対
応
、
ケ
ア
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
こ
れ

ま
で
に
小
中
学
校
で
合
わ
せ
て

１
８
３
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

い
じ
め
・
不
登
校
へ
の

対
応
は

問問 答答

問答

校内教育支援センター「ほっとルーム」

髙
橋 

美
博
議
員

た
か

　は
し

　
　よし

　ひ
ろ

　
国
の
成
長
戦
略
重
点

分
野
を
踏
ま
え
、
本
市

が
重
点
的
に
誘
致
す
る
分
野
は
。

　
市
の
産
業
特
性
、
地

の
利
な
ど
を
踏
ま
え
る

と
、
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
の
分
野
を

は
じ
め
、
地
方
分
散
型
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
Ａ
Ｉ
お
よ
び

情
報
通
信
の
分
野
、
さ
ら
に
は
、

電
力
の
安
定
供
給
の
た
め
の
大

規
模
蓄
電
設
備
施
設
な
ど
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
Ｇ
Ｘ
の
分
野
が
優

先
的
な
誘
致
対
象
に
な
り
得
る
。

　
愛
野
地
区
産
業
団
地

の
戦
略
的
位
置
付
け
と

競
争
力
は
。

　
誘
致
対
象
分
野
と
し

て
は
、
例
え
ば
、
産
業

観
光
施
設
を
備
え
た
製
造
業
や

静
岡
理
工
科
大
学
と
の
連
携
が

可
能
な
研
究
開
発
拠
点
な
ど
が

考
え
ら
れ
、
現
在
、
企
業
誘
致

活
動
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
強

み
を
中
心
に
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
る
。

　
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
共
同
親
権
制
度

の
市
の
窓
口
と
周
知
方
法
は
。

　
相
談
窓
口
は
こ
ど
も

若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

こ
ど
も
支
援
課
で
あ
る
。
市
民

の
皆
さ
ま
が
混
乱
や
困
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
ふ
く
ろ
い
な
ど
も
含
め

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
周
知

し
て
ま
い
り
た
い
。

成
長
戦
略
を
踏
ま
え
た

企
業
誘
致
の
今
後
は

共
同
親
権
制
度
の

相
談
・
支
援
体
制
は

問答

問答

問答

太
田 

裕
介
議
員

お
お

　た

　
　 ゆ
う

　す
け

国の重点投資対象17分野

　
資
源
ご
み
分
別
な
ど

の
活
動
に
対
す
る
表
彰

実
績
と
評
価
は
。

　
現
状
、
環
境
分
野
に

特
化
し
た
制
度
は
な
い

が
、
袋
井
市
表
彰
条
例
や
感
謝

状
の
贈
呈
に
関
す
る
規
定
に
基

づ
き
、
環
境
保
全
分
野
全
般
に

わ
た
る
貢
献
の
ほ
か
、
掃
除
な

ど
の
善
行
活
動
に
関
わ
る
個
人

や
団
体
を
た
た
え
て
い
る
。
平

成
17
年
の
合
併
以
降
は
、
一
般

財
団
法
人
月
見
の
里
振
興
会
と

同
笠
サ
ー
フ
ィ
ン
ク
ラ
ブ
の
２

団
体
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
る
。

　
新
た
な
表
彰
制
度
の

創
設
や
既
存
の
表
彰
制

度
の
運
用
改
善
は
。

　
長
年
に
わ
た
り
地
域

の
環
境
保
全
に
尽
力
さ

れ
た
方
々
の
社
会
的
な
貢
献
を

た
た
え
る
た
め
の
表
彰
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
制
度
上
の
位
置
付
け

と
市
民
か
ら
の
相
談
件

数
は
。　

検
案
料
は
厚
生
労
働

省
が
示
す
目
安
を
参
考

に
各
医
療
機
関
が
設
定
し
て
い

る
も
の
で
、
市
が
制
度
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
も
の
で
は
な

い
。
検
案
料
を
含
め
た
火
葬
に

係
る
費
用
の
相
談
は
、
昨
年
度

は
19
件
、
本
年
度
12
月
末
現
在

で
は
12
件
あ
っ
た
。

資
源
ご
み
分
別
に
尽
力

さ
れ
た
市
民
へ
の
顕
彰

検
案
料
な
ど
の
負
担
問
題

と
そ
の
支
援

問答

問答

問答

鈴
木 

賢
和
議
員

す
ず

　 き

　
　よ
し

　か
ず

地域での資源ごみ回収の様子

放課後児童クラブみなみげんきクラブの外観

　
小
学
校
と
の
連
携
に

向
け
た
仕
組
み
づ
く
り

に
向
け
て
は
。

　
小
学
校
の
教
職
員
が
、

子
ど
も
を
中
心
に
据
え

た
支
援
方
策
や
情
報
共
有
の
重

要
性
を
認
識
す
る
機
会
を
設
け
、

連
携
が
図
ら
れ
る
仕
組
み
の
具

体
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。　

市
内
３
高
校
の
存
在

意
義
は
。

　
３
校
の
存
在
は
、
多

様
な
学
び
の
選
択
肢
を

地
域
内
に
確
保
す
る
も
の
で
あ

り
、
地
元
へ
の
進
学
や
就
職
を

通
じ
て
、
本
市
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
関
係
人
口
の
拡
大
に

向
け
た
支
援
体
制
の
構

築
は
。　

相
談
窓
口
や
関
係
人

口
と
地
域
双
方
の
ニ
ー

ズ
を
つ
な
ぎ
、
具
体
的
な
活
動

に
つ
な
げ
る
機
能
の
整
備
は
不

可
欠
で
あ
る
。
関
係
人
口
の
創

出
に
関
連
し
た
施
策
を
束
ね
、

総
合
的
に
推
進
す
る
「
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
課
」
を
設
置
し
、
市
長

が
先
頭
に
立
ち
、
関
係
人
口
と

の
共
創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

小
学
校
の
連
携

県
立
高
校
の
在
り
方

関
係
人
口
と
の
共
創
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り

問答問答

問答

髙
木 

清
隆
議
員

た
か

　ぎ

　
　き
よ

　た
か

令和8年2月袋井市議会定例会　議決結果
下記5議案以外の29議案（全34議案）は、全員賛成でした。
○：賛成　×：反対　△：棄権　－：欠席または除斥　〈議長（佐野武次）は、採決に参加しません。〉

会計名 予算額 歳入決算額 歳入執行率
（％） 歳出決算額 歳出執行率

（％）

国民健康保険 78億1,900万円 77億6,050万円 99.3 76億2,374万円 97.5

後期高齢者医療 12億3,200万円 12億1,996万円 99.0 12億1,459万円 98.6

介 護 保 険 64億4,900万円 64億1,775万円 99.5 62億4,975万円 96.9

駐 車 場 事 業 4,640万円 4,477万円 96.5 4,306万円 92.8

墓 地 事 業 5,400万円 6,441万円 119.3 4,919万円 91.1

会計名 予算額 決算額 執行率（％）

水 道 事 業

収益的収支
事 業 収 益 19億 5,150 万円 19億 3,669 万円 99.2

事 業 費 用 17億 3,050 万円 16億 5,395 万円 95.6

資 本的収支
資本的収入 3億 4,590 万円 3億 4,762 万円 100.5

資 本的支出 10億 7,520 万円 9億 7,765 万円 90.9

下 水 道 事 業

収益的収支
事 業 収 益 18億 1,800 万円 18億   677 万円 99.4

事 業 費 用 18 億   840 万円 17億 2,840 万円 95.6

資 本的収支
資本的収入 22億 2,905 万円 19億 4,526 万円 87.3

資 本的支出 26億 3,636 万円 22億 4,876 万円 85.3

病 院 事 業

収益的収支
事 業 収 益 18億 9,300 万円 18億 5,021 万円 97.7

事 業 費 用 18億 9,320 万円 18億 4,083 万円 97.2

資 本的収支
資本的収入 6,000 万円 5,790 万円 96.5

資 本的支出 9,000 万円 8,749 万円 97.2

議　　案 議決結果 議決日
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兼
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太
田
裕
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鈴
木
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村
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木
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木
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太
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立
石
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田
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髙
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美
博

議第７号 令和８年度袋井市一般会計予算について 原案可決 R8.3.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第８号 令和８年度袋井市国民健康保険特別会計予算について 原案可決 R8.3.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第９号 令和８年度袋井市後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決 R8.3.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第 10号 令和８年度袋井市介護保険特別会計予算について 原案可決 R8.3.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第 13号 令和８年度袋井市水道事業会計予算について 原案可決 R8.3.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
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市政に対する 一般質問 ホームページにて一般質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

　
市
に
裁
量
が
あ
る
事

業
を
中
心
と
し
た
事
業

見
直
し
を
行
っ
た
か
。

　
行
政
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
お
け
る
重
点
取

組
と
し
て
実
施
し
た
。
各
種
団

体
へ
の
補
助
事
業
な
ど
、
結
論

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
業
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
取
組
を

検
証
し
、
令
和
９
年
度
の
予
算

編
成
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
に
向
け
、
地
産
地
消

の
観
点
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
。

　
農
業
部
門
に
お
け
る

取
組
と
し
て
は
、
学
校

給
食
に
袋
井
産
の
野
菜
や
米
を

活
用
し
て
い
る
。
公
共
工
事
の

関
係
で
は
、
建
設
工
事
登
録
業

者
に
対
し
、
施
工
に
必
要
な
資

材
や
物
品
な
ど
の
調
達
や
、
下

請
け
工
事
の
発
注
に
当
た
っ
て

は
、
市
内
の
事
業
者
を
優
先
す

る
よ
う
通
知
し
、
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
。

　
南
部
地
域
の
液
状
化

対
策
と
発
災
時
の
避
難

に
つ
い
て
は
。

　
津
波
一
時
避
難
所
ま

で
の
全
て
の
避
難
路
に

お
い
て
道
路
改
良
な
ど
の
予
防

保
全
工
事
を
行
う
こ
と
は
、
現

時
点
で
は
難
し
い
。
液
状
化
に

よ
り
道
路
が
通
行
で
き
な
く
な

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
安
全
に

避
難
で
き
る
複
数
の
避
難
経
路

を
確
保
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

防
災
訓
練
な
ど
の
機
会
を
通
じ

て
周
知
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

財
政
健
全
化
に
向
け
た

部
局
横
断
型
の
取
組

問答問答

問答

兼
子 

靖
基
議
員

か
ね

　こ

　
　や
す

　き

ゼロカーボンシティの実現に向けて

　
市
内
小
中
学
校
で
の

暴
力
行
為
、
い
じ
め
の

発
生
件
数
が
増
え
て
い
る
。

増
加
の
要
因
は
。

　
感
情
を
言
葉
で
伝
え

る
こ
と
が
苦
手
で
暴
力

に
訴
え
て
し
ま
う
こ
と
や
、

少
子
化
や
生
活
様
式
の
変
化

に
よ
る
人
と
触
れ
合
う
機
会

の
減
少
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
普
及
や
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
、
子
ど
も
た
ち
の

「
リ
ア
ル
な
体
験
」
の
減
少

も
影
響
し
て
い
る
。

　
不
登
校
の
未
然
防
止

策
の
一
つ
に
幼
小
中
一

貫
教
育
に
よ
る
円
滑
な
接
続

が
あ
る
。
そ
の
成
果
は
出
て

い
る
の
か
。

　
幼
小
接
続
に
係
る

「
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
実
践
で
、
入
学
児
童
の
不

安
が
軽
減
し
、
早
い
段
階
で

学
校
に
慣
れ
、
登
校
渋
り
や

泣
い
て
い
る
子
ど
も
が
少
な

く
な
っ
た
。
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
解
消
に
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
市
内
小
中
学
校
で
の

暴
力
行
為
、
い
じ
め
の

発
生
件
数
が
増
え
て
い
る
。

増
加
の
要
因
は
。

　
感
情
を
言
葉
で
伝
え

る
こ
と
が
苦
手
で
暴
力

に
訴
え
て
し
ま
う
こ
と
や
、

少
子
化
や
生
活
様
式
の
変
化

に
よ
る
人
と
触
れ
合
う
機
会

の
減
少
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
普
及
や
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
、
子
ど
も
た
ち
の

「
リ
ア
ル
な
体
験
」
の
減
少

も
影
響
し
て
い
る
。

　
不
登
校
の
未
然
防
止

策
の
一
つ
に
幼
小
中
一

貫
教
育
に
よ
る
円
滑
な
接
続

が
あ
る
。
そ
の
成
果
は
出
て

い
る
の
か
。

　
幼
小
接
続
に
係
る

「
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
実
践
で
、
入
学
児
童
の
不

安
が
軽
減
し
、
早
い
段
階
で

学
校
に
慣
れ
、
登
校
渋
り
や

泣
い
て
い
る
子
ど
も
が
少
な

く
な
っ
た
。
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
解
消
に
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の

居
場
所
の
拡
充
は
重
要

で
あ
る
。
校
内
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」
の
成
果
は
。

　
教
室
に
入
り
づ
ら
い

子
ど
も
た
ち
の
安
心
で

き
る
居
場
所
と
し
て
市
内
全
て

の
小
中
学
校
に
設
置
し
て
お
り
、

不
登
校
担
当
の
教
員
の
ほ
か
、

支
援
員
「
ほ
っ
と
ス
タ
ッ
フ
」

を
配
置
し
、
児
童
生
徒
の
学
習

支
援
や
相
談
対
応
、
ケ
ア
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
こ
れ

ま
で
に
小
中
学
校
で
合
わ
せ
て

１
８
３
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

い
じ
め
・
不
登
校
へ
の

対
応
は

問問 答答

問答

校内教育支援センター「ほっとルーム」

髙
橋 

美
博
議
員

た
か

　は
し

　
　よし

　ひ
ろ

　
国
の
成
長
戦
略
重
点

分
野
を
踏
ま
え
、
本
市

が
重
点
的
に
誘
致
す
る
分
野
は
。

　
市
の
産
業
特
性
、
地

の
利
な
ど
を
踏
ま
え
る

と
、
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
の
分
野
を

は
じ
め
、
地
方
分
散
型
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
Ａ
Ｉ
お
よ
び

情
報
通
信
の
分
野
、
さ
ら
に
は
、

電
力
の
安
定
供
給
の
た
め
の
大

規
模
蓄
電
設
備
施
設
な
ど
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
Ｇ
Ｘ
の
分
野
が
優

先
的
な
誘
致
対
象
に
な
り
得
る
。

　
愛
野
地
区
産
業
団
地

の
戦
略
的
位
置
付
け
と

競
争
力
は
。

　
誘
致
対
象
分
野
と
し

て
は
、
例
え
ば
、
産
業

観
光
施
設
を
備
え
た
製
造
業
や

静
岡
理
工
科
大
学
と
の
連
携
が

可
能
な
研
究
開
発
拠
点
な
ど
が

考
え
ら
れ
、
現
在
、
企
業
誘
致

活
動
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
強

み
を
中
心
に
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
る
。

　
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
共
同
親
権
制
度

の
市
の
窓
口
と
周
知
方
法
は
。

　
相
談
窓
口
は
こ
ど
も

若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

こ
ど
も
支
援
課
で
あ
る
。
市
民

の
皆
さ
ま
が
混
乱
や
困
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
ふ
く
ろ
い
な
ど
も
含
め

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
周
知

し
て
ま
い
り
た
い
。

成
長
戦
略
を
踏
ま
え
た

企
業
誘
致
の
今
後
は

共
同
親
権
制
度
の

相
談
・
支
援
体
制
は

問答

問答

問答

太
田 

裕
介
議
員

お
お

　た

　
　 ゆ
う

　す
け

国の重点投資対象17分野

　
資
源
ご
み
分
別
な
ど

の
活
動
に
対
す
る
表
彰

実
績
と
評
価
は
。

　
現
状
、
環
境
分
野
に

特
化
し
た
制
度
は
な
い

が
、
袋
井
市
表
彰
条
例
や
感
謝

状
の
贈
呈
に
関
す
る
規
定
に
基

づ
き
、
環
境
保
全
分
野
全
般
に

わ
た
る
貢
献
の
ほ
か
、
掃
除
な

ど
の
善
行
活
動
に
関
わ
る
個
人

や
団
体
を
た
た
え
て
い
る
。
平

成
17
年
の
合
併
以
降
は
、
一
般

財
団
法
人
月
見
の
里
振
興
会
と

同
笠
サ
ー
フ
ィ
ン
ク
ラ
ブ
の
２

団
体
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
る
。

　
新
た
な
表
彰
制
度
の

創
設
や
既
存
の
表
彰
制

度
の
運
用
改
善
は
。

　
長
年
に
わ
た
り
地
域

の
環
境
保
全
に
尽
力
さ

れ
た
方
々
の
社
会
的
な
貢
献
を

た
た
え
る
た
め
の
表
彰
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
制
度
上
の
位
置
付
け

と
市
民
か
ら
の
相
談
件

数
は
。　

検
案
料
は
厚
生
労
働

省
が
示
す
目
安
を
参
考

に
各
医
療
機
関
が
設
定
し
て
い

る
も
の
で
、
市
が
制
度
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
も
の
で
は
な

い
。
検
案
料
を
含
め
た
火
葬
に

係
る
費
用
の
相
談
は
、
昨
年
度

は
19
件
、
本
年
度
12
月
末
現
在

で
は
12
件
あ
っ
た
。

資
源
ご
み
分
別
に
尽
力

さ
れ
た
市
民
へ
の
顕
彰

検
案
料
な
ど
の
負
担
問
題

と
そ
の
支
援

問答

問答

問答

鈴
木 

賢
和
議
員

す
ず

　 き

　
　よ
し

　か
ず

地域での資源ごみ回収の様子

放課後児童クラブみなみげんきクラブの外観

　
小
学
校
と
の
連
携
に

向
け
た
仕
組
み
づ
く
り

に
向
け
て
は
。

　
小
学
校
の
教
職
員
が
、

子
ど
も
を
中
心
に
据
え

た
支
援
方
策
や
情
報
共
有
の
重

要
性
を
認
識
す
る
機
会
を
設
け
、

連
携
が
図
ら
れ
る
仕
組
み
の
具

体
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。　

市
内
３
高
校
の
存
在

意
義
は
。

　
３
校
の
存
在
は
、
多

様
な
学
び
の
選
択
肢
を

地
域
内
に
確
保
す
る
も
の
で
あ

り
、
地
元
へ
の
進
学
や
就
職
を

通
じ
て
、
本
市
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
関
係
人
口
の
拡
大
に

向
け
た
支
援
体
制
の
構

築
は
。　

相
談
窓
口
や
関
係
人

口
と
地
域
双
方
の
ニ
ー

ズ
を
つ
な
ぎ
、
具
体
的
な
活
動

に
つ
な
げ
る
機
能
の
整
備
は
不

可
欠
で
あ
る
。
関
係
人
口
の
創

出
に
関
連
し
た
施
策
を
束
ね
、

総
合
的
に
推
進
す
る
「
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
課
」
を
設
置
し
、
市
長

が
先
頭
に
立
ち
、
関
係
人
口
と

の
共
創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

小
学
校
の
連
携

県
立
高
校
の
在
り
方

関
係
人
口
と
の
共
創
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り

問答問答

問答

髙
木 

清
隆
議
員

た
か

　ぎ

　
　き
よ

　た
か

令和8年2月袋井市議会定例会　議決結果
下記5議案以外の29議案（全34議案）は、全員賛成でした。
○：賛成　×：反対　△：棄権　－：欠席または除斥　〈議長（佐野武次）は、採決に参加しません。〉

会計名 予算額 歳入決算額 歳入執行率
（％） 歳出決算額 歳出執行率

（％）

国民健康保険 78億1,900万円 77億6,050万円 99.3 76億2,374万円 97.5

後期高齢者医療 12億3,200万円 12億1,996万円 99.0 12億1,459万円 98.6

介 護 保 険 64億4,900万円 64億1,775万円 99.5 62億4,975万円 96.9

駐 車 場 事 業 4,640万円 4,477万円 96.5 4,306万円 92.8

墓 地 事 業 5,400万円 6,441万円 119.3 4,919万円 91.1

会計名 予算額 決算額 執行率（％）

水 道 事 業

収益的収支
事 業 収 益 19億 5,150 万円 19億 3,669 万円 99.2

事 業 費 用 17億 3,050 万円 16億 5,395 万円 95.6

資 本的収支
資本的収入 3億 4,590 万円 3億 4,762 万円 100.5

資 本的支出 10億 7,520 万円 9億 7,765 万円 90.9

下 水 道 事 業

収益的収支
事 業 収 益 18億 1,800 万円 18億   677 万円 99.4

事 業 費 用 18 億   840 万円 17億 2,840 万円 95.6

資 本的収支
資本的収入 22億 2,905 万円 19億 4,526 万円 87.3

資 本的支出 26億 3,636 万円 22億 4,876 万円 85.3

病 院 事 業

収益的収支
事 業 収 益 18億 9,300 万円 18億 5,021 万円 97.7

事 業 費 用 18億 9,320 万円 18億 4,083 万円 97.2

資 本的収支
資本的収入 6,000 万円 5,790 万円 96.5

資 本的支出 9,000 万円 8,749 万円 97.2

議　　案 議決結果 議決日
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議第７号 令和８年度袋井市一般会計予算について 原案可決 R8.3.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第８号 令和８年度袋井市国民健康保険特別会計予算について 原案可決 R8.3.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第９号 令和８年度袋井市後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決 R8.3.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第 10号 令和８年度袋井市介護保険特別会計予算について 原案可決 R8.3.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第 13号 令和８年度袋井市水道事業会計予算について 原案可決 R8.3.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

ふくろい 市議会だより No.1019



討　論（抜粋）

フッピートーク2025
市議会では、市民向けの議会報告会を令和８年１月24日（土）に開催しました。

令和7年度の市議会活動報告のほか、テーマ別に参加者と市議会議員との意見交換を行いました。

～市議
会議員と袋井市の未来を語ろう～

多文化共生の在り方を考えようテーマ

市民 9人参加人数 議員 6人

▶農業、介護、建設といった分野で外国人人材が重要な役割を担っ
ており、地域の産業を支える不可欠な存在となっている。
▶市の窓口では外国語対応が進められており、ごみの分別、日本語
教育、「やさしい日本語」での案内など、生活に直結する分野で支
援が行われている。
▶日本人が海外に触れたり興味を持ったりする機会が不足している。
海外の文化や習慣などを知ることは重要だが、多国籍化していて
すべてを理解することはできない。
▶はがきや回覧板など、紙媒体も活用した「プッシュ型」の情報発信を
行い、受け身の外国人住民にも確実に情報が届くよう工夫しては。
▶日本人・海外ルーツの方を問わず、共に楽しめるイベントを開催
しては。

子育てしやすい袋井市とはテーマ

市民 9人参加人数 議員 6人

▶若い世代が多く、子育てに前向きな市民が多い。
▶「待機児童ゼロ」の次は「孤立させない仕組み」が必要ではないか。
▶子どもの居場所確保のため、学校の長期休暇に対応する、コミュ
ニティセンターや民間施設を活用した地域連携型学童保育がある
とよい。
▶放課後児童クラブへの給食導入に向けた民間との連携モデルを
検討しては。
▶支援情報の伝達手段や展開方法を検証し、情報発信を充実させ
てほしい。

自然環境を守るための持続可能な取組テーマ

市民 10人参加人数 議員 6人

▶さまざまな環境活動団体があって、いろいろな活動をしている。袋
井市は自然に配慮していると感じる。
▶自然環境の維持と開発行為は相反する。自然災害も多く発生して
おり心配である。
▶小笠山の自然を残したい。人と自然の共存が必要である。
▶子どもが自然の中でいきいきと遊べる場所が欲しい。
▶温暖化対策の達成状況と課題を見える化し、市民と共有すること
で若い世代に伝える仕組みが必要では。

市議会議員と話そう　高校生との意見交換会

　若い世代の意見を聞き、まちづくりの参考にすることや議会に関心を持ってもらうことを目的に、
市議会議員と高校生の意見交換会を行いました。グループワークで出された若者たちの思いや柔軟な
発想を今後の施策に反映できるよう、議会活動に努めてまいります。

【意見交換のテーマといただいた意見の一部】
袋井商業高等学校 1月9日開催

袋井をもっと “推せる街" にするには？
◇袋井の魅力的なところは？
・エコパやさわやかアリーナなどの体育館がある。さわやかアリー
　ナは新しくていろいろなイベントが行われている。
・住みやすく、平和である。地域の方が優しい。
◇袋井のもっとがんばりたいところは？
・中高生や若者が遊ぶ場所を増やしてほしい。
・公共交通機関、特にバスを充実させてほしい。車がないと不便。

◇袋井をもっと推せる街にするためには？
・小学校・中学校・高校を通じて袋井市の良いところを見つける探究授業を取り入れる。
・ごみ拾いの日を設けて、拾ったごみの重さでポイントがたまる仕組みをつくる。
・袋井市内のイベントを増やして、ボランティアやイベント活動に参加する。

※発言順で掲載しています。
※上記内容については、討論の対象となった議案の中から、一部を抜粋しています。

議第８号　令和８年度袋井市国民健康保険特別会計予算について

髙橋美博 議員反対
　国は「現役世代の負担軽減」を掲げながら、国民健康保険を含む全ての医療保
険料に子ども・子育て支援金を上乗せして徴収するとしたが、子育て支援を本気で
強化するのであれば国庫負担で対応すべきである。医療保険料を少子化対策に流
用すること自体、疾病や老齢などの健康リスクに備えるという公的医療保険制度の
目的から大きく逸脱していると考えることから反対する。

賛成 村松和幸 議員
　全世代型社会保障の整備の一環として、少子化対策に資する子ども・子育て支
援金制度の財源の一部を確保するため、国民健康保険などの医療保険料に支援
金を上乗せして徴収し、子どもや子育て世帯を社会全体で支えていくことで、国民
皆保険制度の持続可能性を図ることとしている。支援金の徴収が開始される一方で、
基金を有効に活用することにより、医療給付費分などの従来の保険税については引
上げなどによる被保険者の負担を強いることなく、健全な予算編成がなされている
と考えることから賛成する。

議第７号　令和８年度袋井市一般会計について

髙橋美博 議員反対
　施設などに出向いて申請補助を行い、マイナンバーカードの交付を進めるというこ
とであるが、そもそもマイナンバーカードの取得は任意であり、強要すべきではない。
高齢者については管理が難しく利用率が低い状況となっており、施設などを訪問し
ての推進は行き過ぎであり、予算の無駄遣いであると考えることから反対する。

賛成 村松和幸 議員
　本市では、窓口に来られない方のため、委託業務の範囲を広げ、自宅や入所施設、
病院へ申請の補助に伺うことも行っており、多様なカードの申請機会の創出にも幅
広く対応し、制度やその機能に対する説明、マイナンバーカードを持つことへの不安
などの質問にも親切丁寧に対応されており、マイナンバーカードに関する取組につ
いて賛成する。
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討　論（抜粋）

フッピートーク2025
市議会では、市民向けの議会報告会を令和８年１月24日（土）に開催しました。

令和7年度の市議会活動報告のほか、テーマ別に参加者と市議会議員との意見交換を行いました。

～市議
会議員と袋井市の未来を語ろう～

多文化共生の在り方を考えようテーマ

市民 9人参加人数 議員 6人

▶農業、介護、建設といった分野で外国人人材が重要な役割を担っ
ており、地域の産業を支える不可欠な存在となっている。
▶市の窓口では外国語対応が進められており、ごみの分別、日本語
教育、「やさしい日本語」での案内など、生活に直結する分野で支
援が行われている。
▶日本人が海外に触れたり興味を持ったりする機会が不足している。
海外の文化や習慣などを知ることは重要だが、多国籍化していて
すべてを理解することはできない。
▶はがきや回覧板など、紙媒体も活用した「プッシュ型」の情報発信を
行い、受け身の外国人住民にも確実に情報が届くよう工夫しては。
▶日本人・海外ルーツの方を問わず、共に楽しめるイベントを開催
しては。

子育てしやすい袋井市とはテーマ

市民 9人参加人数 議員 6人

▶若い世代が多く、子育てに前向きな市民が多い。
▶「待機児童ゼロ」の次は「孤立させない仕組み」が必要ではないか。
▶子どもの居場所確保のため、学校の長期休暇に対応する、コミュ
ニティセンターや民間施設を活用した地域連携型学童保育がある
とよい。
▶放課後児童クラブへの給食導入に向けた民間との連携モデルを
検討しては。
▶支援情報の伝達手段や展開方法を検証し、情報発信を充実させ
てほしい。

自然環境を守るための持続可能な取組テーマ

市民 10人参加人数 議員 6人

▶さまざまな環境活動団体があって、いろいろな活動をしている。袋
井市は自然に配慮していると感じる。
▶自然環境の維持と開発行為は相反する。自然災害も多く発生して
おり心配である。
▶小笠山の自然を残したい。人と自然の共存が必要である。
▶子どもが自然の中でいきいきと遊べる場所が欲しい。
▶温暖化対策の達成状況と課題を見える化し、市民と共有すること
で若い世代に伝える仕組みが必要では。

市議会議員と話そう　高校生との意見交換会

　若い世代の意見を聞き、まちづくりの参考にすることや議会に関心を持ってもらうことを目的に、
市議会議員と高校生の意見交換会を行いました。グループワークで出された若者たちの思いや柔軟な
発想を今後の施策に反映できるよう、議会活動に努めてまいります。

【意見交換のテーマといただいた意見の一部】
袋井商業高等学校 1月9日開催

袋井をもっと “推せる街" にするには？
◇袋井の魅力的なところは？
・エコパやさわやかアリーナなどの体育館がある。さわやかアリー
　ナは新しくていろいろなイベントが行われている。
・住みやすく、平和である。地域の方が優しい。
◇袋井のもっとがんばりたいところは？
・中高生や若者が遊ぶ場所を増やしてほしい。
・公共交通機関、特にバスを充実させてほしい。車がないと不便。

◇袋井をもっと推せる街にするためには？
・小学校・中学校・高校を通じて袋井市の良いところを見つける探究授業を取り入れる。
・ごみ拾いの日を設けて、拾ったごみの重さでポイントがたまる仕組みをつくる。
・袋井市内のイベントを増やして、ボランティアやイベント活動に参加する。

※発言順で掲載しています。
※上記内容については、討論の対象となった議案の中から、一部を抜粋しています。

議第８号　令和８年度袋井市国民健康保険特別会計予算について

髙橋美博 議員反対
　国は「現役世代の負担軽減」を掲げながら、国民健康保険を含む全ての医療保
険料に子ども・子育て支援金を上乗せして徴収するとしたが、子育て支援を本気で
強化するのであれば国庫負担で対応すべきである。医療保険料を少子化対策に流
用すること自体、疾病や老齢などの健康リスクに備えるという公的医療保険制度の
目的から大きく逸脱していると考えることから反対する。

賛成 村松和幸 議員
　全世代型社会保障の整備の一環として、少子化対策に資する子ども・子育て支
援金制度の財源の一部を確保するため、国民健康保険などの医療保険料に支援
金を上乗せして徴収し、子どもや子育て世帯を社会全体で支えていくことで、国民
皆保険制度の持続可能性を図ることとしている。支援金の徴収が開始される一方で、
基金を有効に活用することにより、医療給付費分などの従来の保険税については引
上げなどによる被保険者の負担を強いることなく、健全な予算編成がなされている
と考えることから賛成する。

議第７号　令和８年度袋井市一般会計について

髙橋美博 議員反対
　施設などに出向いて申請補助を行い、マイナンバーカードの交付を進めるというこ
とであるが、そもそもマイナンバーカードの取得は任意であり、強要すべきではない。
高齢者については管理が難しく利用率が低い状況となっており、施設などを訪問し
ての推進は行き過ぎであり、予算の無駄遣いであると考えることから反対する。

賛成 村松和幸 議員
　本市では、窓口に来られない方のため、委託業務の範囲を広げ、自宅や入所施設、
病院へ申請の補助に伺うことも行っており、多様なカードの申請機会の創出にも幅
広く対応し、制度やその機能に対する説明、マイナンバーカードを持つことへの不安
などの質問にも親切丁寧に対応されており、マイナンバーカードに関する取組につ
いて賛成する。
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　広報広聴委員を拝命して1年が経過しました。この間
に4回の議会だより発行と、2回のフッピートーク、3回
の高校生との意見交換会を実施し、とても充実した1年
間の活動でした。2年目は市民の皆さまに少しでも進
化・深化・新化を感じてもらえるように、手に取って読み
たいと思える広報紙づくり、多くの皆さまと対話を重ね
られる広聴活動を目指して取り組みます。

(広報広聴委員：夏目幸彦）

進化・深化・新化で
広報広聴活動の価値を高める

【場所】 市役所５階議場および各委員会室
【時間】 午前９時から
【日程】【5月市議会臨時会】
  5月 15日（金）
　　　　【6月市議会定例会】
  ６月 ８日（月） 開会、議案の説明
  16日（火） 市政に対する一般質問
  17日（水） 市政に対する一般質問
  18日（木） 市政に対する一般質問
  19日（金） 予算決算委員会（全体会）
  22日（月） 予算決算委員会（分科会）
  23日（火） 常任委員会
 ７月 ２日（木） 予算決算委員会（全体会）
 ７月 ８日（水） 委員長報告～採決、閉会

5月市議会　臨時会
６月市議会　定例会のお知らせ

＊変更となる場合があります

議会は自ら声を届けに発信！
声をいただきに発進‼

詳しくは 2ページへ ☞ 詳しくは11ページへ ☞ ©袋井市

フッピートーク2025
～市議会議員と袋井市の未来を
語ろう～を開催しました

新年度会計予算はいずれも可決
令和８年度一般会計予算
417億3,000万円

「市議会議員と話そう」の開催結果を市内３校の校長に提出

　広報広聴委員会は、令和７年12月および
令和８年１月に市内３校（袋井特別支援学校
高等部・袋井高等学校・袋井商業高等学校）
で開催した「市議会議員と話そう」において
議員との意見交換会を行った結果を取りまと
め、各校長に報告しました。皆さんからいた
だいたご意見は、全議員で共有し、議会活動
の中で調査・研究に生かしてまいります。

２月定例会の概要···················２

常任委員会レポート················４

市政に対する一般質問············６

掛川市・袋井市議会議員研修会
令和８年１月16日開催

　認定NPO法人e-Education代表の三輪開人氏を講師
としてお招きし「多様な人が活躍する地域とは～外国
人集住地域における事例～」を演題に袋井市および掛
川市の議員が合同による研修会を実施しました。

袋井市議会議員研修会
令和８年２月20日開催

　青森大学社会学部教授の佐藤淳氏を講師としてお招
きし「“対話する議会・議員”を目指して～ミーティング補
助ツール『ＳＯＵＮＤカード』の市民との意見交換会での活
用法について～」を演題に、講義と演習による研修会を実
施しました。

袋井特別支援学校 袋井高等学校

海プロフェスタ2026
３月22日にうみてらすDORIエリアで行われた
海プロフェスタ2026では、企画イベントやキ
ッチンカー＆マルシェなど、多くの来場者でに
ぎわいました。移動動物園での動物たちとの
触れ合いに、子どもたちは大喜びでした。

みんなで実践！ 5330運動　読み終わった広報紙はチラシや雑誌などと一緒に古紙回収へ


